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第 263 回 例会 

2019年 2月 20日 13:00～ 

■司  会 林 功 例会運営・司会委員 

■斉  唱  それでこそロータリー 

■出席報告 出席者数 21 名 / 36 名 

 出 席 率 58.33 % 

 前々回修正出席率 88.89 % 

■ゲ ス ト 
米山記念奨学委員会 副委員長 

加藤英樹様（刈谷ＲＣ） 

■ビジター 東京西ＲＣ 大塚辰男様 

ニコボックス 
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加藤英樹 刈谷ＲＣ 米山奨学副委員長 

 本日卓話をさせていただきます。つたない卓

話者でありますが、よろしくお願いいたします。 

※ 多額の寄付をいただきました。 

竹内祐子会長 

本日卓話、加藤さんよろしくお願いいたしま

す。東京西ＲＣ、大塚さん、遠いところありがとう

ございます。皆様来週のＩＭもよろしくご参加お

願いいたします。 

安井忠 戦略委員長 

ニコボックス澤田さんと目があいました。 

荒山久美 ロータリー財団委員長 

 先週は、荒山先生がお世話になりました。 

眠くなかったですか？ 

※ 超多額のご寄付をいただきました。 

会 長 挨 拶 

■名古屋アイリスロータリークラブ  

会長 竹内祐子 

本日、卓話、地区米山委員会「加藤」様、米山

記念奨学会・事業のお話です。 

留学生を支援する国際奨学事業あり、日本と世

界を結ぶ「架け橋」となって国際社会で活躍しロー

タリー運動の善き理解者となる人材の育成を目的

としているとのことです。「平和と国際理解の推進」

そのものです。「米山豆辞典」はその歴史・学友の

活躍・学友会の活動・米山親善大使の紹介、そし

て寄付に関することが書かれ本当に参考に勉強

になります。 

 

 
アイリスも世話クラブとなり、「荒山」さんはカウン

セラーとして３年。この４月からは「澤田」さんにカウ

ンセラー＆アドバイザーをしていただくことになっ

ております。アジアの国から一人でも多くの留学生

を日本に迎え入れ日本を感じてもらいロータリー

に最もふさわしい国際事業となり、戦争の悲劇を

繰り返さない国際親善と世界平和へとつながりま

す。 

米山記念奨学事業は皆様の寄付で成り立って

おります。会員の皆様、今後もよろしくお願い致し

ます。 

また、本日は東京西ＲＣ大塚さんがビジターとし

て出席いただいております。６０年以上のＲＣであ

り１９０名のクラブという事です。皆さん男性会員さ

んですが、例会の前に奥様方の親睦会も行われ

るなど、家族でクラブを楽しんで見えるそうです。

アイリスはまだまだですが、会員が増えることと、楽

しいクラブに成長したいと思います。 
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卓話 

■米山記念奨学委員会  副委員長 

  加藤秀樹様 （刈谷ＲＣ） 

米山記念奨学財団の概況について、以下のような視

点から卓話をいただきました。 

 

 ・事業の概要 

 ・現在取り組んでいる活動の概略説明  

 ・寄付金のお願い 

 

 
 

ＯＨＰをフルに活用し、大変わかりやすく説明してい

ただきました。当クラブ会員も、より一層理解を深め

ることができました。ありがとうございました。 

 

 


